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課　題

目　標

持続可能な開発を進める全ての取組みにおいて教育・
学習の役割が強化される必要がある一方で、それを実
践レベルで担う人材育成の取組みは、国内ではまだ十
分とはいえない。

地域づくりに関わる実践者が、持続可能な開発を後
押しする教育や学習活動をコーディネートする際の
ヒントを得て、それを活用した教育活動を展開して
いくこと。

「持続可能な開発を促進する教育・学習」
コーディネーター研修事業

地域の実践者団体訪問 6回
15回
80％
35％

ハンドブック作成のための
会議など

今年度計画の達成度

目標達成度
活動内容と成果

ハンドブックに対するコメントを収集し、再編集後に研修で使用する。その他、関
心ある地域団体等に配付し、地域実践で使用する中で内容の見直しをしていき、そ
こでの「学びあい」の実践事例を中心にまとめていく。

2019年度以降に実施する研修で使用するハンドブッ
クの検討・作成を行った。過去に本事業に参加した団
体や、地域づくりのコーディネートを行っている実
践者にも協力をお願いし、地域での実践に学びなが
ら内容の検討を重ねた。12月には「岡山フィールドス
タディ」を実施し、各地の実践者とともに地域を超え
て、「学びあい」のコーディネートについて意見を交
わした。研修ツールの検討・作成と並行し、実践者交
流会を実施し、経験共有や本事業課題への関心喚起
を行うとともに、研修への参加者へのアプローチも
行った。

今後の
展望

岡山フィールドスタディでの様子

実践者交流会の様子

■苦労した点
研修への参加対象者の絞り込みや、ハ
ンドブックの構成や対象について、多
くの意見があり、検討を重ねる必要が
あった。

■工夫した点
地域のニーズや現状を把握しながら、
最も適切な方法で事業を進められる
ように、運営委員会を定期的に開催し
た。

（認特）   開発教育協会


